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【
う
ら
へ
続
く
】

　
「
働
き
方
改
革
」
法
案
。

「
参
議
院
で
審
議
入
り
し

た
」「
過
労
死
ラ
イ
ン
に

国
が
お
墨
付
き
を
与
え
る

悪
法
だ
」「
安
倍
首
相
は

過
労
死
遺
族
と
の
面
談
を

い
ま
だ
拒
否
し
て
い
る
」

「
管
理
職
を
一
般
扱
い
な

ど
新
た
な
虚
偽
デ
ー
タ
が

発
覚
し
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

森
友
疑
惑
。「
財
務
省

が
改
ざ
ん
は
佐
川
前
国
税

庁
長
官
の
指
示
と
認
定
し

20

人
を
処
分
し
た
」「
き

っ
か
け
は
昭
恵
氏
の
関

与
を
隠
ぺ
い
す
る
た
め
だ

っ
た
こ
と
が
は
っ
き
り
し

た
」「
こ
れ
で
幕
引
き
は

許
さ
れ
な
い
」「
佐
川
氏

の
再
喚
問
と
昭
恵
氏
を
証

人
喚
問
す
べ
き
だ
」「
麻

生
大
臣
の
発
言
は
人
ご
と

の
よ
う
で
腹
が
立
つ
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

加
計
疑
惑
。「
加
計
学

園
の
教
職
員
組
合
が
理
事

長
に
要
望
書
を
提
出
。
何

故
ウ
ソ
を
つ
い
た
の
か
、

学
生
や
保
護
者
、
教
職
員

へ
の
謝
罪
、
説
明
を
求
め

た
」「
加
計
孝
太
郎
氏
の

　

沖
縄
県
名
護
市
辺
野
古

の
米
軍
新
基
地
建
設
で
、

今
後
工
事
で
き
な
く
な
る

ほ
ど
の
超
軟
弱
地
盤
を
示

す
報
告
書
を
防
衛
省
が
約

２
年
間
、
国
会
や
沖
縄
県

に
隠
し
、
護
岸
工
事
を
強

行
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら

か
に
な
り
ま
し
た
。

　

日
本
共
産
党
の
赤
嶺
議

員
が
昨
年
２
月
に
報
告
書

の
公
開
請
求
。
２
０
１
６

年
３
月
に
作
ら
れ
、
今
年

３
月
に
公
表
さ
れ
た
報
告

書
に
は
、
護
岸
工
事
予
定

地
の
海
底
に
、
地
盤
強
度

を
示
す
「
Ｎ
値
」
が
「
０

（
ゼ
ロ
）」
の
地
点
が
５
つ

あ
り
、
厚
さ
40
㍍
の
所
も

あ
り
ま
す
。

で
し
ま
い
ま
す
。
建
設

を
続
け
る
に
は
大
規
模

な
地
盤
改
良
工
事
が
不

可
欠
で
あ
り
、
沖
縄
県

知
事
か
ら
設
計
変
更
の

承
認
が
必
要
で
す
。

　

２
年
間
も
調
査
結
果

を
ひ
た
隠
し
し
て
き
た

こ
と
は
、
こ
れ
が
基
地

建
設
に
と
っ
て
い
か
に

重
大
な
障
害
か
を
示
し

て
い
ま
す
。
既
成
事
実

を
重
ね
る
こ
と
で
、
県

民
を
あ
き
ら
め
さ
せ
よ

う
と
い
う
卑
劣
な
企
て

を
許
さ
ず
、
基
地
建
設

辺
野
古
新
基
地
建
設

軟
弱
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
地
盤
ひ
た
隠
し

　

強
権
的
護
岸
工
事
は
ス
ト
ッ
プ
を

を
ス
ト
ッ
プ
さ
せ
ま
し
ょ

う
。

　

通
研
を
含
む
緑
町
一
帯

に
は
、か
つ
て
「
ゼ
ロ
戦
」

や
「
隼
」
の
エ
ン
ジ
ン
を

作
っ
て
い
た
中
島
飛
行
機

武
蔵
製
作
所
が
あ
り
ま
し

た
。
戦
時
中
は
、
米
軍
の

爆
撃
機
Ｂ
29
に
よ
る
本
土

初
空
襲
の
目
標
と
な
り
合

計
９
回
の
爆
撃
を
受
け
、

多
く
の
犠
牲
者
が
出
ま
し

た
。
都
立
武
蔵
野
中
央
公

園
は
そ
の
跡
地
の
一
部
で

す
。

　

こ
の
た
び
都
立
武
蔵

野
中
央
公
園
が
東
側
（
旧

都
営
ア
パ
ー
ト
跡
地
）
に

拡
張
さ
れ
、
６
月
１
日
に

正
式
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し

た
。
大
型
説
明
板
５
枚
も

設
置
さ
れ
、
当
時
の
偵
察

や
爆
撃
中
の
写
真
が
掲
載

さ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に

中
島
武
蔵
工
場
の
特
徴
で

あ
っ
た
「
地
下
道
」
の
鉄

筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
の
床

盤
の
一
部
も
展
示
さ
れ
、

そ
の
周
り
に
は
空
襲
を
生

き
延
び
、「
災
害
を
生
き

延
び
た
１
０
０
本
の
木
」

に
選
ば
れ
た
シ
ラ
カ
シ
の

２
世
３
本
も
移
植
さ
れ
て

い
ま
す
。

都
立
武
蔵
野
中
央
公
園
に

中
島
飛
行
機
武
蔵
製
作
所
と
空
襲

に
関
す
る
大
型
説
明
板
を
設
置

証
人
喚
問
が
必
要
だ
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

神
戸
製
綱
本
社
、
品
質

　
「
Ｎ
値
」
ゼ
ロ
は
豆
腐

か
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
の
よ
う
な

地
盤
で
、
重
い
も
の
を
の

せ
た
ら
ズ
ブ
ズ
ブ
と
沈
ん
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【
職
場
か
ら
の
続
き
】

デ
ー
タ
改
ざ
ん
問
題
で
家

宅
捜
査
（
５
日
）。「
不
正

は
70
年
代
か
ら
続
い
て
い

た
」「
製
品
は
自
動
車
や

航
空
機
な
ど
に
使
用
さ
れ

て
い
た
」「
人
命
に
関
わ

る
大
問
題
だ
。
罪
深
い
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

米
朝
会
談
。「
12
日
に

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
行
わ
れ

る
こ
と
が
決
ま
っ
た
」「
会

場
は
高
級
ホ
テ
ル
だ
」「
朝

鮮
半
島
の
非
核
化
が
進
む

こ
と
を
願
う
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

米
軍
オ
ス
プ
レ
イ
２
機

が
奄
美
空
港
に
緊
急
着
陸

（
４
日)

。「
横
田
基
地
か

ら
沖
縄
の
嘉
手
納
基
地
に

向
か
っ
て
い
た
も
の
だ
」

「
横
田
基
地
へ
の
配
備
は

や
め
て
も
ら
い
た
い
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

金
井
宇
宙
飛
行
士
が
５

ヵ
月
半
ぶ
り
に
帰
還
（
日

本
時
間
３
日
）。「
宇
宙
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
マ
ウ
ス

の
飼
育
や
タ
ン
パ
ク
質
の

成
長
実
験
の
ほ
か
、
船
外

活
動
に
も
取
り
組
ん
だ
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

プ
ロ
野
球
交
流
戦
。「
リ

る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま

す
が
、
そ
の
し
く
み
は
謎

で
し
た
。

　

研
究
チ
ー
ム
は
、
マ
ウ

ス
に
リ
ポ
多
糖
（LPS

）

と
い
う
細
菌
の
構
成
成
分

を
投
与
す
る
こ
と
で
、
感

染
症
時
の
緊
急
造
血
を
再

現
。
そ
の
マ
ウ
ス
で
脾
臓

内
の
特
殊
な
細
胞
で
タ
ン

パ
ク
質
「T1x1

」
が
増

え
る
こ
と
を
初
め
て
つ
き

と
め
ま
し
た
。

　

個
人
情
報
が
巨
大
な
利

益
を
生
み
出
す
時
代
に
な

り
、
財
界
は
公
共
デ
ー
タ

の
民
間
活
用
を
要
求
。
安

倍
政
権
は
、
こ
れ
に
応
え

て
生
産
性
向
上
特
別
措
置

法
（
５
月
16
日
成
立
）
に
、

公
的
機
関
が
保
有
す
る
情

報
を
民
間
活
用
さ
せ
る
制

度
を
盛
り
込
み
ま
し
た
。

　

こ
の
制
度
で
懸
念
さ

れ
る
の
は
プ
ラ
イ
バ
シ

ー
の
侵
害
で
す
。
欧
米
で

は
グ
ー
グ
ル
な
ど
に
よ
る

デ
ー
タ
産
業
で
の
独
占
の

現
状
か
ら
個
人
情
報
保
護

制
度
で
規
制
を
強
め
て
い

ま
す
。
日
本
政
府
は
こ
れ

ま
で
地
図
や
衛
星
デ
ー
タ

な
ど
の
産
業
デ
ー
タ
だ
け

の
提
供
と
し
て
き
ま
し
た

が
、
日
本
共
産
党
の
追
及

で
個
人
情
報
を
含
む
こ
と

が
明
ら
か
に
な
り
、
氏
名

な
ど
に
「
非
識
別
加
工
」

を
施
す
か
ら
侵
害
は
な
い

と
変
え
ま
し
た
。
し
か
し

個
人
情
報
保
護
の
規
制
は

ゆ
る
く
、
日
弁
連
は
大
量

の
情
報
を
つ
な
ぎ
合
わ
せ

る
こ
と
で
、
個
人
が
特
定

さ
れ
る
恐
れ
を
指
摘
し
ま

個
人
情
報
が
危
な
い

行
政
保
有
デ
ー
タ
を
企
業
に
提
供

 　

  

ゆ
る
い
個
人
情
報
保
護
・
規
制

ー
グ
戦
で
最
下
位
だ
っ
た

ヤ
ク
ル
ト
の
活
躍
が
す
ご

い
」「
今
年
も
パ
リ
ー
グ

が
上
位
を
占
め
て
い
る
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

関
東
甲
信
越
が
梅
雨
入

り
（
６
日
）。「
平
年
よ
り

データねつ造で根拠は崩壊
過労死を促進する法案は廃案に

す
。

　

ま
た
違
反
企
業
に
対
し

て
Ｅ
Ｕ
で
は
２
千
万
ユ
ー

ロ
（
約
26
億
円
）
超
の
制

裁
金
が
科
さ
れ
ま
す
が
、

日
本
で
は
30
万
円
以
下
の

罰
金
と
軽
微
で
す
。
今
の

ま
ま
で
は
個
人
の
尊
厳
が

蹂
躙
さ
れ
る
危
険
が
あ
り

ま
す
。

２
日
、
昨
年
よ
り
１
日
早

い
」「
蒸
し
暑
い
の
は
体

が
疲
れ
て
つ
ら
い
」

東京理科大チーム

　緊急時の造血のしくみ解明
科学誌『サイエンティフィック・リポーツ』2018.5.29

　

東
京
理
科
大
の
研
究
チ

ー
ム
は
、
緊
急
時
に
脾ひ

臓

の
特
殊
な
細
胞
が
血
液
を

造
る
し
く
み
を
マ
ウ
ス
を

使
っ
た
実
験
で
解
明
し
ま

し
た
。

　

健
康
な
生
体
で
は
、
造

血
幹
細
胞
な
ど
が
骨
髄
で

維
持
さ
れ
、
必
要
に
応
じ

て
血
液
細
胞
に
分
化
し
ま

す
。
一
方
、
感
染
症
や
貧

血
な
ど
白
血
球
や
赤
血
球

が
大
量
に
必
要
な
緊
急
時

に
、
脾
臓
な
ど
で
造
血
す

　

米
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア

州
の
バ
ー
ク
リ
ー
市
議
会

は
５
月
15
日
、
昨
年
７
月

に
国
連
で
採
択
さ
れ
た
核

兵
器
禁
止
条
約
を
強
く
支

持
し
、
条
約
の
順
守
を
宣

言
す
る
決
議
案
を
採
択
し

ま
し
た
。
メ
リ
ー
ラ
ン
ド

州
タ
コ
マ
パ
ー
ク
に
続
い

て
、全
米
で
２
番
目
で
す
。

　

決
議
は
、
米
政
府
に
禁

止
条
約
の
署
名
・
批
准
を

求
め
る
と
と
も
に
、
ト
ラ

ン
プ
米
大
統
領
が
離
脱
表

明
し
た
地
球
温
暖
化
対
策

の
「
パ
リ
協
定
」
と
同
様
、

「
全
米
の
市
・
州
・
企
業
・

大
学
は
核
兵
器
禁
止
条
約

の
順
守
へ
の
貢
献
を
公
に

す
る
チ
ャ
ン
ス
が
あ
る
」

と
述
べ
て
い
ま
す
。

核
兵
器
禁
止
条
約

　
　
〝
順
守
〞
を
決
議

　

米
バ
ー
ク
リ
ー
市
議
会

　

全
米
で
２
番
目


